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§１．研究実施体制 

 

（１）「芦苅」グループ 

  ① 研究代表者：芦苅 基行 （名古屋大学生物機能開発利用研究センター、教授） 

② 研究項目：地下茎形成・伸長メカニズムの遺伝・生理学的解析 

・高速遺伝子型判定システムの確立 

・地下茎形成の QTL解析 

・地下茎形成関連遺伝子の発現ネットワーク解析 

・環境および植物ホルモン応答に関する研究 

・ロンギスタミナータ再分化の確立 

 

（2）「経塚」グループ 

① 主たる共同研究者：経塚 淳子 （東京大学大学院農学生命科学研究科、准教授） 

② 研究項目：地下茎からの分枝成長パターン決定機構の解析 

・地下茎成長様式の解明 

・腋芽関連遺伝子の発現解析 

・可視化マーカーによる地下茎腋芽の解析 

 

（3）「山口」グループ 

① 主たる共同研究者：山口 信次郎 （東北大学大学院生命科学研究科、教授） 

② 研究項目：地下茎の形成・伸長におけるストリゴラクトンの役割の解明 

・ロンギスタミナータ各器官におけるストリゴラクトンおよび生合成中間体の分析 

・ストリゴラクトン生合成酵素活性測定および遺伝子発現解析 
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・ストリゴラクトン投与実験 

 

（4）「榊原」グループ 

① 主たる共同研究者：榊原 均 （独）理化学研究所環境資源科学研究センター、グループデ

ィレクター） 

② 研究項目：無機栄養による地下茎分枝成長の調節機構の研究 

・栄養環境による地下茎分枝成長様式の解析 

・栄養環境による地下茎分枝成長制御メカニズムの解明 

・地下茎を介した個体間の栄養情報伝達機構の解明 
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§２．研究実施の概要 

 

一般的なイネは種子で繁殖を行うが、アフリカ原産の野生イネであるロンギスタミナータは種子繁

殖と地下茎で栄養繁殖を行う。本プロジェクトでは、ロンギスタミナータが保持する栄養繁殖のメカ

ニズムを解明し、バイオマス増大に向けた作物の栄養繁殖化を目指している。まず、パーソナルシ

ーケンサーを用いた大規模量的遺伝子座解析のシステムを開発し、地下茎を形成・伸長を制御す

るいくつかの遺伝子座を明らかにした。 

また、ロンギスタミナータ地下茎の成長様式を総合的に解析し、ロンギスタミナータでは、栽培イネ

に見られる成長ステージのモジュールの長さや組み合わせを適切に変化させることによって地下

茎という独特の成長様式を成り立たせているという総合的な解釈に至った（図）。特に、①葉の成長

相を juvenileに留めること、②腋芽に数枚の葉を保持すること、③腋芽を茎に対して直角にする、

④地上茎の成長相に関わらず地下茎の成長相を栄養成長期に留めること、⑤常に茎を伸長させ

ること、の 5点が地下茎としての成長を特徴付けると結論した。また、ロンギスタミナータは枝分かれ

抑制ホルモンであるストリゴラクトンを生産しないことを見いだした。ストリゴラクトンの生合成過程の

どのステップに異常を来しているか明らかにするために、一般的なイネにおけるストリゴラクトン生合

成経路を詳細に明らかにした。また、無機栄養による地下茎分枝成長の調節機構の研究について

は、窒素（N）栄養源とリン（P）栄養源に対する地下茎成長の応答様式を調べた。その結果、Nが

豊富な条件では、サイトカイニ

ン生合成遺伝子発現の上昇と

ともに、内生サイトカイニンが

上昇し、二次地下茎の伸長が

促進されたのに対し、Pにつ

いては逆に豊富な条件で伸

長を抑制する傾向が見られた。

一般的に無機Nはより土壌深

部に移動しやすいのに対し、

Pは地表面部分に留まりやす

いことと、地下茎節からの根の

伸長は低N条件下で促進さ

れたことから、N と P栄養に応

答した地下茎と根の伸長調節は、土壌中の栄養獲得戦略の側面を持つと考えられた。 
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